
ロート製薬の香港での活動および
大湾区への取り組みについて

2020年8月25日

Rohto Advanced Research Hong Kong Limited
(ARHK)

小林英二



1.会社紹介

2.再生医療への取り組み

3.香港への進出

4.今後の展開と大湾区

本日の発表内容
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• 社名 ロート製薬株式会社
• 本社 大阪市生野区
• 創業 1899年2月22日
• 資本金 6,504 百万円
• 売上高 106,477 百万円（単体）

188,327 百万円(連結)
• 従業員数 1,529 (単体) 

6,619 (連結) 
• 主な事業内容 化粧品、医薬品（OTC）、機能性食品等の製造販売

ロート製薬の概要

2020年3月現在 2



新しい領域への挑戦

細胞培養技術
皮膚再生研究
ゲノム研究
バイオマーカー探索
分子生物学研究

基礎研究
研究開発 医薬品製造

高品質医薬品製造
GMP準拠

自動化ライン
無菌製剤

再生医療分野(幹細胞治療)に進出
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参考文献：脂肪吸引法、脂肪移植 吉村浩太郎 (2006年10月）

幹細胞とは？
他家・脂肪由来間葉系幹細胞

幹
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2017.7.24 

日本で臨床開発を実施
2020.6.23 
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＜進出までの経緯＞
・2018年12月 香港進出を決定
・2019年1月 香港現地法人設立
・2019年4月 ラボ着工開始

（香港サイエンスパーク）
・2019年7月 駐在員赴任
・2019年9月 開所式

https://www.youtube.com/watch?v=rgqe8Ipl6Xo

開所式

香港への進出

＜ミッション＞
・中国本土を見据えた海外の研究・開発拠点
・再生医療（細胞培養・細胞治療）の研究・開発
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https://www.youtube.com/watch?v=rgqe8Ipl6Xo


なぜ香港に進出？
＜香港を選択した理由＞
①英語が公用語（アジアでは限定的）
②優秀な人材（アカデミアに世界中から優秀な頭脳が集結）
③地理的条件（中国大湾区に隣接）
④手厚いサポート（香港政府および香港サイエンスパーク）

☆その他
・税制（法人税、付加価値税他）面での優遇
・コモンローによる欧米式のマネジメントが可能

https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/01/536209cd31ea806d.html
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JETROビジネス短信（2020.1.8）

https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/01/536209cd31ea806d.html


・会社の設立、ビザの取得が短期間で可能
・世界中から優秀な人材の採用が可能
・中国大湾区を客観的に見る目
・政府が先端的な研究を支援（大規模な助成金）
→米国、英国のトップ大学が香港にラボを新設
・将来の発展性：深圳との境に巨大なサイエンスパーク建設
・市場としての魅力には限界
・高い物価（特に不動産、家賃）
・英語の通用範囲が限定

香港に進出して感じたこと
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香港は大湾区への第一歩としては最適



大湾区（the Greater Bay Area)

・中国で最も開放的で経済活動が活発な地域
・人口に比べてGDPの割合が高い

出処：袁民忠 2019.4.9 広東・香港・澳門大湾区シンポジウム 資料
https://greaterbayarea-sympo.com/ 9

https://greaterbayarea-sympo.com/


中国大湾区への進出を継続的に検討
・香港に出来ること、出来ないことの見極め
・中国大湾区の適切性の評価
・中国・諸外国の対応による情勢の不安定化

今後の展開
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 種々のシナリオ、それに基づく構想に合わせ
た将来図

 複眼的な視点に基づく、現地での情報収集
が判断の上で重要



ご静聴有難うございました！
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